
2023年度実践
【補充指導編】

TT指導や少人数指導との組み合わせ
アナログとデジタルの組み合わせ方 など

デジタルドリルの活用
◆朝学習「ベーシックタイム」（火・木15分）
◆土曜授業「パワーアップタイム」（45分）



共通課題と自主課題、基礎基本と基礎基本以外の内容
との関係性について整理したこと
子どもたちに与える学習課題のうち『共通課題』は漢字の読み書き、計算、
公式、定義などいわゆる基礎基本の学習内容ですべての子どもが等しく身に
付けるべきもの。
※「共通課題」＝基礎基本＝全員が等しく学び、身に付けるべき内容

Q:これには自己選択や自己決定の余地があるのかないのか？
A:学習内容にもよるが、学ぶ順序・調べる方法など、いわゆる「学び方」に
は自己選択や自己決定の機会は与えられて良い。基礎基本は学力の階層ごと
に重点の置き方に違いがあるものの全ての子どもが等しく学ばなければなら
ない内容だから『共通課題』とすべき。

Q:では『自主課題』はどうか？
A:基礎基本以外の発展的な内容と捉える。
子どもたちには発達段階に応じて自己選択や自己決定の機会を設定しながら
より深く・より広く『自主課題』に取り組ませていくべき。
※「自主課題」＝基礎基本以外＝個に応じて学び、身に付けるべき内容

教師は学習する内容が基礎基本か否かを踏まえながら『共通課題』にするか
『自主課題』にするかを判断していけば良い。
※この整理の仕方で良いか？検討する。



4年生算数科少人数指導（3クラス4展開）（R5～）

3クラス４展開の算数科少人数指導の実践イメージ

１組：35人

１組:26人

2組：35人 3組：35人

2組:26人 3組:26人 4組:27人

※3クラス4展開少人数指導＋タブレット端末活用（デジタルドリル等）

単元ごとの習熟度別、興味関心別、無作為抽出等

1組担任 2組担任 3組担任 せ組担任



３年生算数科少人数指導（3クラス4展開）（R5～）

3クラス４展開の算数科少人数指導の実践イメージ

１組：28人

１組:20人

2組：28人 3組：27人

2組:21人 3組:21人 4組:21人

単元ごとの習熟度別、興味関心別、無作為抽出等

1組担任 2組担任 3組担任 せ組担任

※3クラス4展開少人数指導＋タブレット端末活用（デジタルドリル等）



【朝学習】基礎基本の定着と習熟を図る「ベーシック
タイム」（15分間） 2023年05月02日

学習の目的が基礎基本の定着の場合は、手書きの家庭学習ノートを始めてとし
て漢字帳や計算プリントなどのプリント・紙（アナログ）を活用しています。
学習の定着度や習熟を図る場合は、デジタルドリルなどのICT機器を有効に活用
して取り組んでいます。



【朝学習】基礎基本を身に付ける「ベーシックタイム」

（15分間の短時間で基礎基本を効果的に身に付ける）

朝学習「ベーシックタイム」（8：25～8：40、15分間）の各学級の取組の様子を取材しました。

ローマ字の書き方を学習する学級、漢字の書き取り・使い方を学習している学級、百ます計
算表で九九の習熟を図っている学級、ある数の倍数や約数をプリントにまとめている学級、
タブレット端末でローマ字入力の練習をしている学級など様々です。学級の児童の実態を
最もよく把握している担任が意図的・計画的に判断して課題を与えています。子どもの発達
や身に付けたい学習内容に応じて教師はその使い分けを工夫しながら学力向上を目指し
ています。



→【担任による個別指導】一人一人の学習状況を把握の上、個別指導を行う

【課題プリント】→再度基礎基本の定着化→【デジタルドリル】定着の確認・習熟

【パワーアップタイムの基本的な
進め方】1単位時間（４５分間）



5月13日（土）デジタルドリル：教材名「タブレットドリル」「ナビマ」）の設定作業や使い方のオ

リエンテーションをしました。子どもの学習状況や進捗状況を容易に把握でき、補充的・発
展的な学習を行う場面で、個別の学習支援を行いやすい教材です。また、子ども自身がス
ムーズに解けた得意な問題やつまずきのあった苦手な問題を把握し、学習指導の改善に
つなげることも期待できます。まずは使ってみて慣れることが大切です。

【土曜授業】５月土曜授業日の「パワーアップタイム」
（デジタルドリルの使い方指導） 2023年05月13日



【土曜授業】５月土曜授業日の「パワーアップタイム」
（デジタルドリルのみ、課題プリントとの組み合わせなど）

5月13日（土）1校時は全校一斉（１年生除く）のパワーアップタイムを行いました。 2年生は、タブレ
ット端末の設定は終わりましたが、今回は課題プリントで学習。 3年生以上のほぼすべての学級
でタブレット端末を活用した補充指導を行いました。3年生は、今回初めての活用となるため、デ

ジタルドリルの使い方についてのオリエンテーションも兼ねて、実際にタブレットに触れながら使っ
ていました。4年生以上は昨年度からデジタルドリルを活用してきていますが、今回アクセスの仕
方や使い方などを再度確認しながら活用していました。今回、3年生以上の410名を超える児童が

一斉にタブレット端末を立ち上げて、デジタルドリルを使用しました。デジタルドリルと課題プリント
をどう組み合わせると効果的かを様々な展開を試行しています。

４５分間でデジタルドリルをどのように活用し展開させていくか？試行中です。



【土曜授業】５月土曜授業日の「パワーアップタイム」
（TT指導＋デジタルドリルの効果） 2023年05月13日

※「デジタルドリル（漢字、計算）」の学習効果を検証する

※採点をしなくてよいので担任は、きめ細やかに個別指導を行うことができる。



【土曜授業】６月土曜授業日の「パワーアップタイム」
１年１組でのロイロノートに係る操作指導 2023年06月10日

6月10日（土）1校時に1年1組ではパワーアップタイムの時間に、タブレット端末の操作の仕

方を学習していました。これまで生活科の学習でアサガオを育てていますが、毎週アサガオ
の生長の様子をタブレットカメラで撮影して写真を撮りためています。その写真を「ロイロノ
ート」という学習ソフトを使って並べ変えたり、先生に送信したりする操作法を学習していまし
た。入学してわずか2か月の子どもたちが担任の先生の説明や指示を聞きながら操作方法
を練習していました。



【土曜授業】６月土曜授業日の「パワーアップタイム」
デジタルドリルの全学年・全学級での活用 2023年06月10日

1年生 2年生 3年生

4年生 5年生 6年生

特別支援学級



【土曜授業】７月学期末「パワーアップタイム」
の取組 2023年07月08日

毎月第2土曜日の1校時「パワーアップタイム」に全学年で一斉に補充指導を行
っています。 1学期も残り10日を切っており、様々な教科テストが返却されていま

す。子どもは、間違えたところを確認して訂正しています。テスト結果から理解が
不十分なところを子どもたちが確実に身に付けるようにするために、学年によって
は、先生がテスト結果から理解が不十分な個所をもう一度子どもたちに解説した
り、教科を限定せずに子どもたちが自分で理解が不十分なところをデジタルドリ
ルの問題の中から選んで取り組ませたりしています。

テスト返却→間違い直し テストファイルに綴じる デジタルドリルで確認



【土曜授業】７月学期末「パワーアップタイム」
の取組 2023年07月08日

※学期末テスト返却→テストの間違い直し→デジタルドリルで定着確
認・習熟を図る。理解の不十分なところを子どもが選択して取り組む。



【土曜授業】9月「パワーアップタイム」の取組
2023年09月09日

※9月の「パワーアップタイム」の板書の主なものをまとめました。教師が子どもの

学習状況に基づいて与えた課題メニューですが、これらはすべて教師が与えた「共
通課題」です。子どもが自分自身で課題を選択したり、決定したりできる余地を残す
ことも必要ではないのか？今後、この点については検討していきます。



【朝学習】「ベーシックタイム」の補充指導
2023年09月14日

9月14日（木）8：25～8：40は朝学習「ベーシックタイム」の補充指導を全校一斉に行いま

した。全学級で課題プリントやデジタルドリルを組み合わせた指導を行っています。本校
では「ナビマ」（市教委が全小中学校に提供しているデジタル教材、全学年で活用可能）
と「タブレットドリル」（本校補助教材選定委員会で選定したデジタル教材、3年以上で活
用可能）の2つのデジタルドリル教材を組み合わせながら指導しています。



【朝の時間】「ハートフルタイム」のいじめアンケ
ートのデジタル化 2023年09月25日

9月25日（月）8：25～8：40は朝の時間は「ハートフルタイム」を全校一斉に行いました。毎月1回いじ

めに関するアンケートを行っていますが、これまでは紙のアンケート用紙を印刷・配布して、子どもた
ちが記入したものを集約していました。今回からロイロノートで作成したデジタル化されたアンケート
に回答できるようにしました。3年生以上の学級（児童398名対象）で行いました。個人情報に関わる
ことなので他人から見られないようにしてあります。



10月土曜授業3，4年生「パワーアップタイム」
の取組 2023年10月14日

３，４年生ではタブレット端末で今後活用するローマ字
入力に向けて補充指導の時間に重点的に取り組むよ
うにしています。

3年生ではローマ字をノートに書いて覚えた後にデジタルドリルに取り組んでいまし
た。ローマ字はタブレット端末を使って入力するときに使いますので3年生の時期
からしっかりと身に付くように意図的・計画的に取り組んでいます。

４年生では教員2

人が入ってきめ細
やかな個別指導を
行っています。



2023年度実践
【その他編】

タブレット端末を活用したICT教育について
保護者が学ぶ、実践する機会をつくる

保護者のICT教育
◆9月11日（月）Googleフォームを活用した
「メディア・コントロール」アンケート調査
◆家庭教育力アップPTA共通実践事項
◆9月15日（金）学級PTA、家庭教育講座



【PTA保体部】チャレンジ・メディア・コントロール
のアンケート結果を掲載しました 2023年09月11日

【家庭内ルール】

①メディアを使う
時間を1日2時間
以内にする。

36.3％
②寝る1時間前

にはメディアから
離れる。

34.1％

③食事のときは
テレビを消す。

44.3％

④勉強中はテレ
ビを消す。

78.8％

※④以外はあと
もう少し



1，2を合わせると学校全体で62.4 ％（前回比＋9.7ｐ）。情報化社会でよりよく生き
ていくためにはデジタル機器を自分でコントロールする力を身に付けなくてはなりま
せん。ノーメディアタイムはそのための家庭内ルールづくり、マナーなどを育てる取
組です。学校と家庭が連携して継続的に取り組んでいく必要があると思います。

R５年度前期 家庭教育力アップ共通実践事項評価結果

【R5前期評価】

63.1 64.8 65.7          58.6           58.9          62.5          62.4         

【R4前期評価】
57.1 65.2 57.7                  50.8                  55.3                 58.1                  57.1       

【R4後期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
49.1 57.5 52.3                  47.6                   53.1                56.7                52.7        



1，2を合わせると学校全体で86.5％（前回比＋8.0p）。就寝・起床時刻を親子で話し合って

決めて早寝早起き朝ごはんの習慣を身に付けることは、子どもの健康や学習にもよい影響
を与えると言われています。朝型の生活リズムを保護者もぜひ取り組んでいただければあ
りがたいです。

【R5前期評価】

92.1 87.0 87.5          79.3           91.0          82.1          86.5         

【R4前期評価】
92.2 91.3 82.9                  81.0                  80.0                 81.0                  84.7        

【R4後期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
89.6 85.1 75.0                  83.9                  73.1                 74.3                  78.5        

R５年度前期 家庭教育力アップ共通実践事項評価結果



【PTA】授業参観・学級ＰＴＡで保護者がICT教育

について学びました 2023年09月15日

９月１５日（金）６校時に中・高学年の学級PTAで保護者にもタブレット端末を子どもたちが
活用する際に保護者としてどうかかわればよいかを学ぶ機会をつくりました。



【PTA】６年生が親子で「県政出前セミナー」を受
講しました 2023年09月15日

９月１５日（金）５校時に６年生とその保護者を対象にした「県政出前セミナー」を
体育館で行いました。子どもたちが日常的に一人一台のタブレット端末を学校で
も家庭でも活用していることを受けて、保護者にもタブレット端末を子どもたちが
活用する際に保護者としてどうかかわればよいかを学ぶセミナーを行いました。


